
今月号の話題

u メディアに関する学習会（朝日）

u こどもゆかた着付体験＆フォト教室（神林）

u 県健民少年団連合会交歓研修大会（村上）

u おとなのセミナー ハーブ講座（荒川）

u 街かどウォッチング（村上）

u 職員紹介「神林地区公民館」

u 村上雲雀会（村上）

u イベント告知 ８月・９月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
８月号２０１８年

の田邊道行特任准教授による「メディアと睡

眠・健康の関わりについて」の講演を聴き、

その後、学校区ごとに分かれて講演内容につ

いてのグループ協議を行いました。

田邊先生からは、朝日地区の小中学生から

のアンケート結果を基に、メディア利用時間

の多さが就寝・起床時刻に影響を与えている

といったデータや、友達との LINE でのトラ

ブル事例などを紹介し、「その言葉、本当に送

信していいの？と、自分にストップをかけて

くれる『もう１人の自分』を心の中にぜひ、

つくってください」との話がありました。

今後は、今回の資料や記録等を活用して、

各学校で取組を進めていくことになっていま

す。朝日地区ではこれからも村上市の教育の

基本理念にもある「郷が育てる」を実践すべ

く、地域と学校、関係団体が一体となって子

どもたちを守り育てる活動に取り組んでいき

ます。

私たちの生活に欠かせないものとなってい

る電子メディア。中でもスマートフォンやタ

ブレット端末、ゲーム機などは小中学生でも

自分専用のものを持っている子が多く、その

ため「睡眠時間が減り不健康な状態になる」

「LINE 等を活用したコミュニケーションが

上手にできず心の健康を害してしまう」「トラ

ブルや犯罪に巻き込まれてしまう」など多く

の問題が発生しています。

青少年育成朝日地区市民会議、朝日中学校

区郷育会議、朝日地区小中学校連携協議会、

朝日地区小中学校ＰＴＡは共同で、７月９日

（月）朝日地区の小・中学生がメディアと上

手に付き合っていくための学習会を開催しま

した。

当日は地区の小・中学生とその保護者や地

域の方々、学校関係者など約１２０人が会場

の朝日中学校体育館に集まり、上越教育大学

朝日地区「メディアに関する学習会」
～地域と学校が一体となって考える～
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７月１４日(土)、１５日(日)に長津研修セン

ターで新潟県健民少年団連合会交歓研修大会

が行われました。毎年多くの団員が、村上団

と新発田団の交流を楽しみにしています。

今回の活動は、大葉沢城の畝型粗砕（うね

がたそさい）や舘腰地区の田んぼアートを見

学後、小学生はまが玉作りと縄文の里・朝日

の博物館見学、中高生は竹灯篭作りを行いま

した。竹灯篭は健民少年団のマークの形に並

べ、ナイト活動の際に灯がともされました。

暗い中、きれいに浮き上がったマークを見た

団員たちは「とてもきれいだった」などの感

想を述べていました。

翌日の活動は、理科センターの方からの釜

杭の貝化石についての説明と工作を行いまし

た。貴重な化石について、前日の縄文の里・

朝日での内容をさらに深めるもので、団員た

ちは真剣に話を聞いていました。

2日間という短い時間の中でしたが、団員

たちはとても有意義な時間を楽しく過ごすこ

とが出来ました。最後は、みんなと握手でお

別れしました。また来年が楽しみです。

7月１日（日）、神林地区公民館を会場に「夏

祭りシーズン目前！浴衣で夏祭りを楽しも

う、思い出を写真に残そう！」をテーマに、

浴衣の着付けのコツやスマートフォンを中心

にした撮影テクニックが学べる教室を開催し

ました。講師は武者呉服店さんと岩船時間さ

んです。

迎えた当日は天気が良すぎて「あっちぇ〜1

日…どうなることやら」なんて心配されまし

たが、子どもたちの可愛い浴衣姿、そしてモ

デル体験を思いっきり楽しむ姿に、親御さん

はじめ、スタッフ一同とても癒されました。

また、フォト教室では熱心に講師の話に耳を

傾け、質問する親御さんの姿が印象的でした。

和装やSNSツールなどを通じて、夏の村上

がより盛り上がると良いですね。

～夏祭りの準備とＳＮＳ映えはこれでＯＫ？！～

こどもゆかた着付体験＆フォト教室
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体を元気に保ちましょう おとなのセミナー 健康体操教室

新潟リハビリテーション大学から介護予防の専門家、松林先生をお招きして体操教室を行います。簡単

な運動で健康な日々を送りませんか？ 運動習慣のない方でも、お気軽に参加してください。

と き ①９月１９日（水）②１１月２８日（水） ※どちらか１回の参加でも可

午後１時３０分～３時（予定）

と こ ろ 荒川地区公民館

講 師 新潟リハビリテーション大学 准教授 松林 義人 氏

参 加 費 無料

持 ち 物 運動しやすい服装、タオル、飲み物など

問合せ先 ９月１２日（水）までに 荒川地区公民館へ ＴＥＬ６２－３０５０



６月23日（土）、あらかわのまちづくりの

拠点であるつどい場「あら、ほっ」を会場に「ハ

ーブ講座」を開催しました。

「おとなのセミナー」は地域の大人の誰もが

気軽に様々なことを学べる場所を確保し、生活

に役立つ知識や技術を身に付けること、学んだ

ことを活かし周囲の人にも伝えていくことで

学びの輪を広げていくことを目的とした講座

です。今年度は、公民館運営協力員の方々が講

座内容を企画し、運営・実施に携わっていただ

いています。

第１回のハーブ講座ではあらかわまちづく

り協議会と共催し、ハーブメイツあらかわの臼

井祐子氏を講師に、ハーブの効能や楽しみ方を

学んだり、寄せ植え体験などを行いました。

「まち協」の取り組みの一つである「ハーブ

メイツあらかわ」や「あら、ほっ」について知

っていただくことで、今回学んだことを活かす

場があること、地域のことをより知っていただ

くきっかけになったのではないでしょうか。

このような学びの提供や、学んだ知識や成果

を周りの人に伝える「知の循環」を郷育の一環

として推進していきます。

村上地区公民館では、７月１２日（木）に、

地域学習講座「街かどウォッチング」を開催

しました。この事業は、村上地区公民館運営

協力員の企画提案で実施しており、４年目を

迎える人気の講座です。

今回は、山辺里地区にスポットを当て、江

戸時代から続いた伝統文化「山辺里織り」の

歴史について学びました。閉鎖前の山辺里機

業㈱の様子や、山辺里織りの袴、当時の生地

見本や道具などに触れ、堆朱やお茶と並ぶ地

域産業であった「山辺里織り」の技術の高さ

に驚かされました。

その後は、公民館運営協力員の方に講師を

務めていただき「さべり焼き」を作りました。

参加者からは、「素晴らしい伝統文化があっ

たとは知らなかった。後継者がいないことは

とても残念だが、学んだことを語り継いでい

きたい。」などの感想が寄せられました。

村上には産業や歴史、文化など、学ぶこと

がたくさんあります。これからも地域の良さ

を再発見していきたいと思います。

地域学習講座

「街かどウォッチング」

『入場無料・申し込み不要』 村上市人権講演会

～ジェンダーフリー＆ボーダレス～ 性も国境も笑って越えて“音曲漫才”

漫才師姉様キングスをお招きして開催する本講演会。落語家の桂あやめと杉家染雀で結成された音曲漫

才ユニット。男女コンビで、性別・キャリア・学歴の違いをなぎ倒し、笑いでつながり合うボーダレス世

界を目指す姿を見て、男女共同参画について考えてみませんか。

【と き】９月１３日（木）午前１０時３０分～正午 【ところ】村上市民ふれあいセンター

【問合せ先】村上市市民課生活人権室 ＴＥＬ ５３－２１１１（内線２２３１）

当日は、１０時から『村上市・関川村の高齢者大学 六大学交流会』を開催しています。一般の方の入

場は開会式終了後となりますので、係員の誘導に従ってください。

六大学交流会・・・４年に１度各高齢者大学の学生が一堂に集い、生きがいや各校の情報交換を行うとと

もに相互の親睦と交流を深めます。

地域の取り組みについて学ぼう

おとなのセミナー ハーブ講座
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８月・９月の予定

８月１９日(日) のんびりパパＣａｆｅ(中央)

９月１３日(木) 六大学交流会(中央)

９月１９日(水) 家庭教育支援者ステップアップ研修会(中央)

９月２２日(土) 絵本の読み聞かせ教室(中央)

広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp
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広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。
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と
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おさらい会の様子です


